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１．研究科・専攻の概要・目的 

(１）医学系研究科の研究概要 

 宮崎大学医学部の生理活性物質研究は、２１世紀COE

の第１回目に単科医科大学として唯一採択されるなど、

本学将来構想実現の推進力と位置づけられている。生体

制御系専攻は、本学COEプログラム「生理活性ペプチド

と生体システムの制御」の中核を形成し、若手研究者育

成における最大の基盤組織である。大学院生や院卒業生

を中心に、新規の生理活性ペプチドを自分たちの手で発

見し、その機能や病態との関連を解析して、治療薬にま

で展開することをテーマに、確固たる実績を挙げている。 

（２）医学系研究科の教育状況 

 本学は昭和４９年に国立単科医科大学として開設以来、

基礎と臨床が連携した大学院コースを策定し、教育実績

を挙げてきた。平成１２年には、生体制御系を系統的に

履修するユニットとして、基礎と臨床の１２教室を横断

する７つのコースを整備した。平成１５年度に行なった

医科大学（宮崎医科大学）と地方国立大学（宮崎大学）

の統合のメリットを生かし、宮崎大学農学部獣医学科と

連携した大学院指導が可能になったことも、大学院教育

の機能的展開につながった。平成１７年度から文部科学

省特別推進事業として「生理活性物質の構造・機能解析

のための学部横断的研究の推進」を進め、大学院の学部

横断的研究がより一層活性化されている。 

（３）医学系研究科の人材養成目的 

 これまでの医学系研究科では、大学院生の基礎・臨床

研究の指導や展開医療に必要な知的財産運営学や企業研

修は、主任指導教員に任せることが多かった。しかし、

EBM研究、基礎から臨床への橋渡し研究、産学連携を目

指した研究成果の運用には多種多様な知識およびスキル

が求められるが、単独の研究室でこれを教育することは

不可能である。従って、今後の人材育成のためには、研

究室や専門領域の枠を超えた医学部全教員による指導体

制が必要であることから、大学院全体での系統だった講

義と実習システムの構築が望まれている。また、本専攻

の１／４を女子大学院生が占めるが、出産前後の研究支

援もさらなる改善が求められている。 

 以上の医学研究科の理念・経緯に基づき、本学の中期

目標・計画では、「社会的な要請が強い高度な技術や知識

を身につけた職業人の育成・および国際的に活躍できる

研究者の育成」を掲げている。さらに大学院研究では、

基礎的研究や先端的研究の充実のみならず、社会還元型

の研究も重視し、国際社会及び地域社会の連携の強化も

目指し、時代の要請に的確に対応した体制の構築を進め

ている。医学系研究科生体制御系専攻は、教育に重点を

置いた大学院を構想しているが、その基盤を確固たるも

のにするためには積極的研究活動に基づいた大学院教育

が重要であると考えられる。 

 教員数・入学者数は下記のとおりである。 

           （平成19年5月1日現在） 

 

２．教育プログラムの概要と特色 
（１）本教育プログラムの概要 

 新規生理活性物質の探索、機能解析、臨床応用を中心

課題として、臨床医学研究と展開医療研究を目指す若手

臨床研究医を育成するための高等教育システムの組織化

と、医学部創出成果の社会への還元に関する学習および

女子大学院生の積極的な支援を目指している。 

  本事業では、①社会的な要請が強い高度な技術や知識

を身につけた職業人の育成・および国際的に活躍できる

研究者を育成すること、②基礎的研究や先端的研究の充

実のみならず、社会還元型の研究も重視し、国際社会及

び地域社会の連携の強化を目指し、時代の要請に的確に

対応した体制を構築すること、③積極的研究活動に基づ

いた大学院教育を構築すること、を最終目標としている。  

  履修プロセスの概念図は後に示すとおりである（図１）。 
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（２）本プログラムの特色 
 本学の主たる研究テーマである「生命科学」の研究基

盤を展開させて、大学院生自身が、新規生理活性物質の

発見から機能解析、実地医療への応用、知的財産運営ま

での一貫した総合的研究スキルを習得できることが最大

の特色である。これまで我が国の医学研究は基礎研究に

偏重してきたが、現在、臨床への橋渡し研究やトランス

レーショナルリサーチといった質の高い臨床研究を実践

できる人材が求められている。臨床研究の推進や人材育

成は国家的戦略目標でもあり、この要求に応えることが

できるカリキュラムである。また、特許取得や知財の管

理など、産学連携における重要な要素が、これまでの医

学教育には取り入れられていない。このプログラムでは、

産業界からも講師を招聘し、大学院生の教育を依頼する。

さらに、増加傾向にある女性研究者に対しては、研究継

続やステップアップのための支援体制を構築し、優秀な

研究人材の確保に努める。 
 

３．教育プログラムの実施状況と成果 

（１）教育プログラムの実施状況と成果 
平成18−19年度に、臨床医学研究と展開医療研究を目指

す若手臨床研究医を育成するための高等教育システムの

組織化と、医学部創出成果の社会への還元に関する学習

および女子大学院生の積極的な支援を目ざした取組を行

い、大学院教育の実質化に必要な基盤を構築した。 

   
【平成１８年度】 
Ⅰ.臨床医学研究者と展開医療研究者の育成のためのプ

ログラムの導入：既存の大学院生履修カリキュラムに加

えて、新たに、医療倫理、予防医療、健康政策、疫学情

報処理、社会疫学など、臨床医学研究に対応したプログ

ラムとペプチドミクス、知的財産運営や創薬などを系統

的に学習するプログラムを新設した。(表１)  

Ⅱ.産学連携学の導入：本学での今までのペプチド創薬の

実績を生かしたトランスレーショナルリサーチの実践か

ら特許取得、医薬品開発における産業界との連携を推進

する方法論の取得を目指し、企業からの人材派遣による

各種セミナーを開催した。（表２） 

Ⅲ.女子大学院生の支援：流動的履修が可能な

e-Learningシステムを確立した。女性医師の研究環境に

関するアンケート調査を実施して、女子大学院生の履修

継続の問題点についての再検討を計画した。女性医師向

けのアンケートやサポート技術員雇用のための予算計上

をした。 

上記のⅠ〜Ⅲの基本事業の実施により、臨床医学研究

と展開医療研究を円滑に大学院教育に取り組めるような

組織化を起動させることが可能となり、以下の成果を挙

げた。 

 

①制度の整備とその効果 

 1)大学院生履修カリキュラムは大学院生自身による無

制限選択制とし、 少人数の大学院生に対して教員がマン

ツーマンで教育できる態勢とした。指導に際して必要な

パソコンやソフトを整備し、理解度を向上させ、実習が

可能な環境を整備した。知識を習得するための講義形式

と実技を取得するための実習形式の時間を設けて、大学

院生のスキルアップを図った。研究や業務に支障のない

ように一部は夜間履修とした。 

 2) 本事業の推進と進捗状況の評価目的として、大学院

教育イノベーション委員会を設置した。さらに、1 人の

大学院生につき、分野・役職の異なる複数の教員からな

る教育支援態勢を策定し、これまで研究室を単位とした

評価システムだけに留まらず、異分野の教員による客観

的評価を受けることが可能になった。 

 3) 産学連携のスキル習熟を目指して、医薬品医療機器

総合機構、バイオベンチャー企業関係者ら学外講師によ

る講義、セミナーを実施した。これにより、これまで本

学で学ぶことのできなかった医療シーズの実地展開、医

師主導型治験、特許申請までの広範囲にわたる研究方法

論を習得する機会が設定されたため、将来的に、バイオ

ベンチャーにおける OJT (on the job training) を実施

するための教育基盤を構築することができた。 

 4)女子大学院生が学びやすい流動的履修が可能な

e-Learningシステムに必要なハードを整備した。女性医

師向けのアンケート調査を実施して、女子大学院生の研

究継続の問題点が明確となった。また、女性医学研究者

ロールモデルによる講演会を計画した。女子大学院生へ

の研究助成費やサポート技術員雇用のための予算計上し、

家庭や育児との両立が可能となるよう支援した。 

4) 大学院生が主体となって立案・運営する国際シンポジ

ウム開催の準備を開始し、自らが積極的に国際的研究活

動を行なうための体験学習の機会を策定した。 

 

②特任教員の充足とその成果 

 1) 展開医療を推進するための特任准教授を採用し、事

業全体の計画管理や円滑な運営が可能となった。 

 2) 臨床研究者育成プログラムを実行するための特任助

教を採用し、個々の部署への細やかな指示が可能となっ

た。 
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③カリキュラムの整備とその成果 

 1) ゲノム科学、ペプチドミクス・プロテオミクス、メ

タボローム特論、創薬学、知的財産運営学を新設し、こ

れまでにはなかった臨床研究や展開医療のための方法論

を確立することが可能となった。シーズの医療応用に関

する教育により、一部の大学院生は新規生理活性物質を

用いたトランスレーショナルリサーチを開始した。 

 2) メディアセンターによるe-Learningの充実のため、

備品を購入し、整備した。講演内容をデジタル化し、大

学内の電子図書館での閲覧を可能とした。夜間大学院生

は終日受講可能となり、大学院生の学習態勢に柔軟性を

もたせることで、日常臨床業務との両立が可能となった。 

 3) 生物統計学の専門家を招聘して、研究計画作成の手

法に関する２日間の短期特別講習会を実施した。円滑な

臨床研究を遂行する為に、臨床研究コーディネーターに

関する講習会を開催した。これにより、臨床研究のデザ

イン作成方法や関連業務従事者の役割および関わり方を

習得した。 

 4) 米国での臨床医学研究や展開医療の動向を学習する

ため外国人講師を招聘した。Nature編集者による講演会

を開催し、トップジャーナルの採択に関する基本的な考

え方を理解する機会を得た。 

 

④優秀な大学院生に対するインセンティブ事業の設置 

 優秀な業績を挙げた、あるいは期待される大学院生を

対象にスーパー大学院生の制度を設けた。平成１８年度

は５人を採択し、研究助成した。優秀な大学院生の研究

に対してインセンティブを設けて研究活動のモチベーシ

ョンを高めることを期待した。 

 

【平成１９年度】 

 平成１９年度は、平成１８年度に構築した教育基盤を

展開して、事業を推進し、以下の成果を得た。 

 

①臨床研究や産学連携を推進するための学習支援 

 平成１９年には医療シーズを産業化するための知識や

スキルについて習得するセミナーを開催した。また、質

の高いエビデンスの確立に必要な生物統計学の習熟を目

指して、国立保健医療科学院での１ヶ月間履修コース、

あるいは企業が主催するデータマネージメント講習や臨

床試験のデザイン研修など、臨床研究の学習会へ大学院

生を参加させ、スキルを習得させた。得た知識やスキル

は後に伝達講習し、知識の共有を図った。自らのシーズ

を展開する臨床試験を自らデザインし、研究成果を知的

財産へ転化する方法論を取得する態勢の構築を目指した。   

 この結果、シーズの発見や機能解析から臨床応用、さ

らに製薬化までの一貫した研究手法を学ぶことが可能と

成り、大学院生２名が生理活性物質を用いたトランスレ

ーショナルリサーチを実践して、特許出願を申請した。 

 

②女性研究者支援プログラム 

 女性医学者ロールモデル発表会を開催して、女性医師

の研究環境における問題点を議論した。（図２）また、

事前にアンケート調査を実施し、本学における女性研究

者に対する意識や問題点について総括した。女性医学者

ロールモデル発表会ではこの内容を公表し、討論会を実

施することにより、大学の職員全体で共有することがで

きた。平成１８年度と同様に女子大学院生への研究助成

費やサポート技術員雇用のための予算を計上した。 

 

③インセンティブ事業の継続 

 優秀な大学院生を対象としてスーパー大学院生の制度

を設けた。平成１９年度は４人を採択し、受賞者による

講演を実施した。 

 

④大学院生主体の生命科学シンポジウム 

 大学院生の自立した研究マインドの養成を目的として、

会の立案、運営、遂行を大学院生自らが実践するシンポ

ジウムを開催した。希望のあった３名の大学院生をコア

メンバーとして、計画を進め、特任教員がこれを支援し

た。生命科学シンポジウムには、わが国を代表する４名

の若手研究者を招聘し、講演を聴講するとともに大学院

生との間で意見交換を行った。（図３） 

 

⑤より質の高い英語論文の作成スキルの習得 

 国際社会への貢献には英語論文での情報提供が必須で

あることから、外国人講師を招聘し適切な英語論文の書

き方講習を開催した。 

 

（２）社会への情報提供 

 宮崎大学ホームページ

(http://www.med.miyazaki-u.ac.jp) の中で、セミナー開

催予定や事業内容を提示した。講演者の許可を得ること

ができた場合は録画し、e-Learningとして公開した。 
 一部のセミナーやシンポジウムは医学系の大学院生だ

けでなく、他学部、教員、医学部学生に対しても広く公

開し、情報の共有を可能にした。大学院教育イニシアテ

ィブ成果報告会を開催し、情報提供した。 
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〈プロジェクトに対する外部および内部からの評価〉 

①平成１９年９月に外部評価委員４名による中間評価委

員会を実施した。１）事業計画の内容が期間に比較して

多すぎること、２）本事業の主目標は短期で達成できる

ものではなく、４〜５年の継続が必要であること、３）

このイニシアティブではアウトカム評価ではなくプロセ

スの評価が必要であること、４）目標を明確にして、達

成度を自己評価できるシステムが必要であること、５）

終了時点での大学院生や教員による本事業の事後評価ア

ンケートが必要であること、などの指摘を受け、解決す

べき課題とした。事業内容についてはイニシアティブで

終了するのではなく、教育組織に基盤理念として根付か

せるため、当初の計画よりも時間をかけて継続的な取り

組みとすることを確認した。大学院生への助成を決定す

るにあたっては、アウトカムとしての発表論文ではなく、

プロセスとしての今後の研究計画内容を評価対象とし、

より柔軟な支援体制とした。また、事業終了時点での目

標の達成度や自己評価を目的として、アンケートを実施

した。 

②すべての事業計画を終了後、大学院生および教員を対

象としたアンケートを実施した。２４名（大学院生１６

名、教員６名、その他２名；男性１５名、女性７名、未

記入２名）から回答を得た。事業全体の評価としては８

２％が有意義との回答で、７７％が事業継続を希望した。

特に女性研究者への取組みについては評価が高く、大学

院への女性入学者の増加には今後の支援継続が必要であ

るという結果であった。講義やセミナーに関するアンケ

ート結果では個々の内容においてあるいは講師により、

難易度、興味に差がみられるという回答が多く示された。

また、e-Learningは、システムの利用度が１１％と著し

く低い結果であった。録画に対する講師の承諾が得られ

にくく公開できなかったことや、セミナーの受講率が高

かったためメディアの利用率が低下したと推測された。

アンケートによる教員のフリーコメントでは、本事業は

大学院生だけでなく、学部学生も対象にすることが望ま

しかったとの意見が多数みられ、教育対象の拡大も検討

すべきと考えられた。 

 

４．将来展望と課題 

（１）今後の課題と改善のための方策 

 平成１８〜１９年度に構築した教育システムを定着

させ、大学院生が臨床医学研究や展開医療の方法論を円

滑に習得するために、今後はハード、ソフトの両面から

事業計画の内容を充足させることが必要である。複数の

異分野の教員による進捗状況の確認と支援、優秀な大学

院生や女性研究者への研究助成など実質的な態勢構築を

進める。従来の大学院教育を越え、院生の実力を向上さ

せるためには、今以上に到達点を高められる教育態勢と、

研究者として、それ以前に社会に貢献する意識を身につ

ける教育体制の双方を完備することが不可欠である。現

在の取組を一過性のものとせず、永続的に展開できる教

育組織の再構成が必要と考えている。 

 

（２） 平成２０年度以降の実施計画 

 本事業で組織化された教育システムが基盤となり、平

成２０年４月から宮崎大学大学院医学系研究科において

高度臨床医育成コースと研究者育成コースが開設された。

大学院教育イニシアティブが推進力となって、新たな大

学主体の２つの大学院教育コースを開設することにより、

今後さらに高度かつ実践的な教育態勢の構築を推進する

予定である。 
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図１ 履修プロセスの概念図 
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図２ 女性ロールモデル発表会ポスター 図３ 生命科学シンポジウムポスター 

表１ 
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表２ 
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「魅力ある大学院教育」イニシアティブ委員会における評価 

 

【総合評価】 

□  目的は十分に達成された 

□  目的はほぼ達成された 

■  目的はある程度達成された 

□  目的は十分には達成されていない 

 

〔実施（達成）状況に関するコメント〕 

臨床医学研究と展開医療研究を目指す若手臨床研究医を育成するとともに、女子大学院学生

への積極的な支援を行うという目的に沿って、臨床医学と展開医療の具体的なプログラムが設

定され、基礎研究のみならず先端的研究に携わる若手臨床研究医の養成、社会還元型の研究、

女子大学院生を積極的に支援する取組が実施された。特に、女性研究者への支援、スーパー大

学院生へのインセンティブ事業は波及効果が期待できる。ただし、幅広い目標の達成度が明確

にされておらず、大学院教育の実質化への貢献について更なる検証が必要である。 

情報提供については、ホームページに取組の過程や成果報告を掲載するなどの改善を図る必

要がある。 

今後の自主的・恒常的な展開に向け、高度臨床医育成コースと研究者育成コースが整備され

たことは評価されるが、本教育プログラムにおける各取組に対するアンケート結果や外部評価

委員の評価を受けて、具体的な改善の方策の検討を行うことが必要である。 

 

 

（優れた点） 

・特任教員の配置、カリキュラム整備とトランスレーショナルリサーチの開始、外部評価によ

る中間評価による問題点の把握など、大学院教育の実質化に取り組んでいることは評価でき

る。 

 

（改善を要する点） 

・外部評価委員の評価や、大学院学生、教職員へのアンケート結果を踏まえ、成果や課題を具

体的に検証するとともに、その結果を今後の改善・充実に反映する仕組が必要である。 

・女性研究者への研究助成などの取組の今後の定着について、一層の充実を図ることが望まれ

る。 

・多くの大学院教育で取り入れているｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇについては、教員の共通理解を図

り公開を促す方策の具体化などに広い視野から運用面での検討を行う必要がある。 

 



整理番号 f007  宮崎大学 

「魅力ある大学院教育」イニシアティブ事後評価 

評価結果に対する意見申立て及び対応について 

意見申立ての内容 意見申立てに対する対応 

「改善を要する点」 

女性研究者への研究助成などの取組の今後の

定着に向けた計画について、予算措置も含め、

早急に具体化することが必要である。 

 

 

【意見及び理由】 

本プロジェクトでは女性研究者支援プログラ

ム（アテネプログラム）の策定により女性医師

研究者が円滑に研究できる環境作りを推進して

きましたが、今後は、支援態勢の定着に向けた

取組みが必須であると考えておりました。そこ

で、本プロジェクトにおいて構築した態勢を基

盤として計画した、「逆風を順風に宮崎大学女性

研究者支援モデル（３年間）」が、平成２０年度

科学技術振興調整費の女性研究者支援モデル育

成プログラムに採択され、出産育児支援スタッ

フの雇用やセミナー交流会の開催、ホームペー

ジの活用を実施するに至っております。 

さらに、自主的な取組みとして、運営費交付

金による保育園の運営、技術補佐員の雇用、研

究助成金支給、など、女性研究者支援の底上げ

を目指した事業計画を策定することにより、ア

テネプログラムを継続的に発展させておりま

す。実施終了時の女性教員比率の達成目標や、

国際学会や論文発表の数値目標を掲げるなどし

て、取組みの定着に向けた計画は順調に進捗し

ていると考えております。この点をご報告申し

上げます。 

【対応】 

以下の通り修正する。 

女性研究者への研究助成などの取組の今後の

定着について、一層の充実を図ることが望まれ

る。 

 

【理由】 

意見は事業結果報告書「４．将来展望と課題」

の記載内容に関するものであり、書面では意見

にある教育プログラムの自主的・恒常的な取組

に向けた具体的な計画が明示されておらず、そ

の計画の具体化を期待して記述したものであ

るが、申立ての内容を考慮し表現を修正した。
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